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低周波音問題対応のための「評価指針」 
 
 
 
1. 適用範囲 

  本評価指針は、低周波音問題対応のための「手引」に基づき活用し、その適用範囲は工場、

事業場、店舗、近隣の住居などに設置された施設等の固定発生源からの低周波音により、物的

苦情及び心身に係る苦情が発生している場合とする。 
 
2. 低周波音苦情への対応のための参照値 

  低周波音苦情を的確に対処するための参照値を、物的苦情と心身に係る苦情に分けて示す。 
 
2.1 物的苦情に関する参照値 

  低周波音による物的苦情に関する参照値は、表 1とする。 
 

表 1 低周波音による物的苦情に関する参照値 
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2.2 心身に係る苦情に関する参照値 

  低周波音による心身に係る苦情に関する参照値は、表 2及び G特性音圧レベル LG=92(dB)と
する。 

表 2 低周波音による心身に係る苦情に関する参照値 
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3. 測定 

3.1 測定方法 

  測定方法は、原則として「低周波音の測定方法に関するマニュアル（平成 12年 10月、環境 
庁；環境省ホームページ、http://www.env.go.jp/air/teishuha/manual/）」及び低周波音問題対 
応のための「手引」によるものとする。 

 
3.2 測定場所 

(1) 物的苦情に関する測定場所 
  物的苦情に関しては問題となる住居などの建物の屋外で、建物から 1～2m程度離れた位置と  
する。 
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(2) 心身に係る苦情に関する測定場所 
  心身に係る苦情に関しては苦情者の住居などの問題となっている部屋の問題となっている位

置とする。窓の開閉条件は原則として窓を閉めた条件とする。 
 
3.3 測定量 

  測定量は G特性音圧レベル LG(dB)及び 1/3オクターブバンド音圧レベル oct3/1,pL (dB)とする。 

 
3.4 測定周波数範囲 

  測定周波数範囲は、原則として 1/3オクターブバンド中心周波数 1Hz～80Hzとする。 
 
3.5 測定結果の算出方法 

3.5.1 1/3 オクターブバンド音圧レベル 

 (1) 変動幅の少ない低周波音 
  音圧レベルの変動幅が一定又は変動幅の少ない場合は、10秒間から 1分間程度のパワー平均

1/3オクターブバンド音圧レベル L p,1/3octを求める。 
  なお、風などにより音圧レベルが変動する場合には、できるだけ風の影響が少なく、変動幅

の少ない箇所の 1/3オクターブバンド音圧レベルのパワー平均 L p,1/3octを求める。 
 (2) 変動する低周波音 
  音圧レベルが（5dB を越えて）変動する場合は、指示値が大きくなるときに注目して、それ
らの最大 1/3オクターブバンド音圧レベルＬp1/3oct,maxを適当な回数（5回から 10回程度）測定
し、それらのパワー平均 1/3オクターブバンド音圧レベル L p1/3oct,maxを求める。 

 
3.5.2 G 特性音圧レベル 

 (1) 変動幅の少ない低周波音 
  音圧レベルの変動幅が一定又は変動幅の少ない場合は、10 秒間から 1 分間程度の G 特性音
圧レベルのパワー平均 L p,Gを求める。 
  なお、風などにより G 特性音圧レベルが変動する場合には、できるだけ風の影響が少なく、
変動幅の少ない箇所の G特性音圧レベルのパワー平均 L p,Gを求める。 

 (2) 変動する低周波音 
  音圧レベルが（5dB を越えて）変動する場合は、指示値が大きくなるときに注目して、それ
らの最大 G特性音圧レベル Lp,G,maxを適当な回数（5回から 10回程度）測定し、それらのパワ
ー平均 G特性音圧レベル L p,G,maxを求める。 

 
4. 評価方法 

4.1 物的苦情に関する評価方法 

(1) 低周波音の 1/3オクターブバンド音圧レベルを表 1と比較し、参照値以上であれば低周波 
音による苦情の可能性が考えられる。 
(2) 低周波音の 1/3オクターブバンド音圧レベルが参照値未満の場合には、地盤振動などについ
ても調査を行い総合的に検討する。 
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4.2 心身に係る苦情に関する評価方法 

(1) Ｇ特性で 92dB以上であれば、20 Hz 以下の超低周波音による苦情の可能性が考えられ 
る。 

(2) 低周波音の 1/3オクターブバンド音圧レベルを表２と比較し、参照値以上であれば低周 
波音による苦情の可能性が考えられる。 

(3) 上記(1)、(2)のどちらにも当てはまらなければ、低周波音問題の可能性は低い。その場 
合には、100Hz以上の騒音や地盤振動などについても調査を行い総合的に検討する。 

 

5. 留意事項 

  本評価指針の適用にあたっては、次の事項に留意すること。 
・本参照値は、規制基準、要請限度とは異なる。 
・本参照値は、都市計画法の用途地域、騒音規制法等の地域指定と関係なく、低周波音によ

ると思われる苦情が寄せられた場合に適用する。 
・本参照値は、固定された発生源からの低周波音によると思われる苦情に対応するためのも

のである。したがって、交通機関等の移動発生源とそれに伴い発生する現象及び発破・爆発

等の衝撃性の発生源から発生する低周波音には適用しない。 
・本参照値は、低周波音によると思われる苦情に対処するためのものであり、対策目標値、

環境アセスメントの環境保全目標値、作業環境のガイドラインなどとして策定したもの

ではない。対策に当たっては技術的可能性等総合的な検討が必要である。 
 
6. その他 

  本評価指針は、低周波音によると思われる苦情対応を適切かつ円滑に実施するために別途作

成した技術的な、低周波音問題対応のための「評価指針の解説」も含めて構成する。 
 


